
表43 各試験における無毒性量及び最小毒性量  食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値がラットを用いた2  

年間慢性毒性／発がん性併合試験の0．356mg／kg体重／日であったので、これを根拠  

として、安全係数100で除した0．0035mg／kg体重柑をADIと設定した。  

動物種  試験   投与量   無毒性量  最小毒性畳   
（mg／kg体重／日）  （mg／kg体重／日）  （mg保g体重ノ日）  備考1）  

90日間  0、20、60、200ppm  雄：1．57   雄：4▼83   雌雄：APTT延長  
亜急性  雌：5．23  

毒性試験①   

90日間  0、20、60、200ppm  雄：3．64  雄：11．9  雌雄：APTT延長等  
亜急性  雌：12，7  

毒性試験②   

2年間  0、10、60、200ppm  雌雄二出血に関連した病理所見  

慢性毒性／  雌：0．432  雌：2．60   （腸管のタール積出脊物等）  

雄：0、0．356、2．13、7．17  
虎雄：0、0．432、2．60、8．74   （発がん性は認められない）  

0、10、30、100ppm  親動物及び  親動物及び  観動物  
児動物   児動物   雌雄こ眼出血を件う死亡  

2世代                     P雄：0、0．7、2．1、7．2   P雄：2．1  P雄：7．2  児動物  
繁殖試験  P雌：0、0．8、2．6、8．3  P雌・26  P雌・83  雌雄・出血に閑適した剖検  

Fl雄：0、0＿9、2．7、9．1  Fl雄：2．7 Fl雄：9．1  所見等  

Fl雌：0、0．9、2．9、9．7  
Fl雌：2．9  Fl雌：9．7  

（繁殖能に対する諒三響は認め  

られない）  

0、3、10、20   母動物：10  母動物：20  母動物：膣出血  
発生毒性  胎 児：20  胎 児：－   胎児：毒性所見なし  
試験  

く催奇形性は認め〔‥ノれない）  

0、20、100、600、3，000  雄：11．3   雄二68．1   雌雄：肝細胞肥大等  

90日間  雌：13．6   雌二76．7  

亜急性  
毒性試験  

451  

雄：0、20、100、200ppm  雄：1．95  雄：14．4  雌雄：全身性の出血傾向を伴う  

18カ月間 雌：0、20、200、600ppm   雌：19．2  雌∴58．7  
発性‾  

死亡及び切迫と殺動物の  
増加等  

（発がん性は認められない）  

0、2．5、5、10、20  母動物：10  母動物：20  母動物：膣出血及び死亡  
発生毒性  胎児：20  胎児：毒性所見なし   
試験  

（催奇形性は認め」二）二l′しない）   

イヌ  ‘90日間  0、250、750、1，500ppm  雄：7．28   雄二22．1   雌雄こ小葉中心性肝糾包肥大等  
東急性  J堆：24．3  

毒性試験   

1年間  0、150、500、1，500ppm 雄：3．70  雄：12．3  雌雄：′ト菜中心性鋸晶膜状大等  

慢性毒性  1堆：13．5   

試験   

1）備考に最小毒性量で認められた毒性所見の概要を示した。   

0．0035mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌投与  

0．356mg／kg休重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

ー：無毒性量又は最小毒性量は設定できなかった。  
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略称   名称   化学名   

2・【2・（3－クロロフェニ／け2，3・エポキシプロピル】インデンー1・オンづ－オ  
【23】  DE－IP  

ーー／レ   

【24】  IP－keto・DE   2・（3－クロロフェナシル）インデンー1・オンー3・オール   

2・【1－（2－クロロエチル）・2－（3一クロロフェニル）－2一ホルミルエチル］インデ  
［25］  IP・1CE・2CHO  

ン1－オン・3・オ」ル   

2－〔2一（3－クロロフユニル）づ－ホルミル、1・ビニルエチル】インデン十オン  
【26］  HIP－1V・2CHO  

・3－オール   

2－〔2－（3－クロロフェニル）－2－ホルミルー1・ビニルエチレント2Hインデン  
【27j  DIP・1V・2CHO  

・1β・ジオール   

3・エチルー2・［1・（3・クロロフェニル）－1，2－エポキシエチルト2，3・ジヒドロ  
［28】  NP  

ナフトキノン   

3－エチルー2・tl－（3－クロロ 4，5－ジヒドロ・4舟ジヒドロオキシフェニ  
［29］  NP－diol（P4，5）  

ル）－1，2－エポキシエチル】・2，3一ジヒドロナフトキノン   

［30】  IE・CH20H   2・エチルー2－ヒドロキシメチルインダン1，3一ジオン   

【341  CI）・HMK   3－クロロフェナシルアルコール   

【35］  CP・AcGly   N・〔2－（3－クロロフェニル）アセチル］グリシン   

2－（3・クロロフェニル）甘（2－エチル・3－ヒドロキシー1－オキソインダンー2・  

イル）一2，3一ジヒドロキンプロバンスルホン酸  
IP－（ID・1・OH）・diol  

【371  

または  

2・（3・クロロー★・ヒドロキシフェニル）・3・（2・エチルー3・ヒドロキシー1・オキ  

ソインダンー2イ／レ）一2・ヒドロキシプロバンスルホン酸   

2－（3・クロロフェニル）－3せエチルー1，3－ジオキソインダン・2－イ／レ）－3－オ  

【391  IP－1－keto・3     －OSO3fI   キソプロピルハイドゲンーサルフェート   

IP－1－keto・2－OH・3・  2・（3・クロロフユニル）－3・牡エチル・1，3・ジオキソインダン・2イル）－2・ヒ  

【40】       SO3H   ドロキシ・3一オキソプロパン・スルホン酸   

2－【2・（3・クロロフェニル）・2一カルポキシ廿ヒドロキシュチル】－2・エチル  
【41】  IP－2・OH・COO塩  

インダン1，3・ジオンの塩   

［461  IDF・SG  

【云7】  IDF－SCys  

M－6   未同定代謝物   

＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   名称   化学名   

2・【2－（3－クロロフェニル）－2，3－ジヒドロキシプロピルト2－エチルインダ  
［2】  IP・diol  

ンー1，3・ジオン   

2－【2・（3－クロロー4，5－ジヒドロー4，5一ジヒドロキシフェニル）－2，3－エポキシ  

［3】  IP・diol（P4，5）      プロピル】－2・エチルインダンー1，3・ジオン   

［41  IP・keto   2一（3－クロロフェナシル）・2・エチルインダンー1，3・ジオン   

［5〕  IP－deoxy   2一【2・（3－クロロフェニル）・2－プロペニルj・2一エチルインダン1，3・シオン   

2－［2一（3－クロロフェニル）－2，3－ジヒドロキシプロピルト2・エチルインダ  
匝1  IP－diol・Gluc  

ンー1，3－ジオンのグルクロナイド   

2－【2イ3・クロロフェニル）－3－ヒドロキシー2・メトキシプロピルト2∴エチル  

［7】  IP－d－1－りM（A）     10 ］  e  インダンー1舟ジオン   

［8】  IP・diol・2Me（B）  mの回転異性体   

213・クロロ 
IP・20Ii・3Cl   

ンダン・1，3一ジオン   

2・［2・（3・タロロ・4－ヒドロキシフェニル）－2，3－ジヒドロキンプロビルト2－  
【12】  IP－triol（P4）  

エチルインダンー1，3－ジオン   

2一【2・（3・クロロフェニル）・2，3－ジヒドロキシプロピル1サニチルーブ∴ヒド  
【13】  IP・triol（1D）  

ロキシインダンー1，3一ジオン   

2・［2－（3一クロロフユニル）・1，2，3・トリヒドロキンプロピルト2－エチルイン  
［14］  IP・triol  

ダン1，3・ジオン   

2一〔2・（3－クロロブェニル）・2，3－ジヒドロキシプロピルj・2・（2－ヒドロキシ  
【15】  IPセio＝丑2）  

エチル）インダン・1，3・ジオン   

2－〔2－（3・クロロフェニル）－2・カルポキシ・2－ヒドロキシエチルト2・エチル  
［17】  IP・20H・COOH  

インダン1β・ジオン   

2－【2－（3－クロロフェニル）－3－ヒドロキシプロピル】－2・エチルインダン  
〔1朗  IP－30H  

－1，3－ジオン   

2－［2－（3－クロロフェニル）・2－ホルミ′しエチル1－2・エチルインダンー1，3－ジ  
【19】  IP－2CHO  

オン   

2・【2－（3－クロロフェニル）・2－ヒドロキシエチル1－2・エチルインダン・1，3－  
［20】  IP・20H－DM  ジオン   
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略称 名称   化学名   

M・39   未同定代謝物   

M－51   未同定代謝物   

M・68   未同定代謝物   

＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

al   有効成分量（activeingredient）   

Alb   アルブミン   

A⊥P   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスアエラーゼ  
A⊥T  

［＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］   

APTT  活性化部分トロンポプラスチン時間   

BCF   生物濃縮係数   

Cmax   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

Cre   クレアチニン   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

HPLC・R工．G  高速液体クロマトグラフーラジオルミノダラフ   

Ht   ヘマトクリット値   

LC帥   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MC   メチルセルロース   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

P官C   環境中予測濃度   

PHI   最終使用から収積までの日数   

PL   リン脂質   

pLT   血小板数   

PT   プロトロンビン時間   

R逼C   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総裁与（処理）放射能   

T，Chol  総コレステロール   

TI．C   薄屈クロマトグラフ   

T汀．。Ⅹ   最高濃度到達時間  

TRR   総残留放射能   

UDS   不定期DNA合成試験   

ーー：参照資料に記載がなく不明  
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＜参照＞  

1農薬抄録インダノファン（除草剤）：日本農薬株式会社、平成19年8月24日改吉」、一   

部公表予定  

2MK－243の生体内運命に関する試験・ラットにおける吸収、分布、排泄・（GLP対に）   

（株）三菱化学安全科学研究所、1996年、未公表  

3MK－243の生体内運命に関する試験・ラットにおける代敵（GLP対応）：（株）三．菱化   

学安全科学研究所、1997年、未公表  

4MK－243の生体内運利こ関する試験 一連続投与ラットにおける吸収、分布、代謝および   

排泄・（GLP対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1997年、未公表  

5MX・243の生体内運命に関する試験 －マウスにおける単回投与時の吸収、分布、代謝お   

よび排泄－（GLp対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1997年、未公表  

6MK・243の生体内運命に関する試験 ぺ7クスにおける吸収、分布、代謝および排泄－（〔iL王）   

対応）：（株）三菱化学安全料学研究所、1997年、未公表  

7MK・243の生体内運命に関する試験：ラット肝臓S・9invitro系における代謝ニ（恥三   

菱化学安全科学研究所、1995年、未公表  

8MK243の生体内運命に関する試験・ラット肝臓S－9invitro試験系における代謝（追加   

試験）－（GLP対応）ニ（株）三菱化学安全科学研究所、1996年、未公表  

9MI（・243のイネにおける代謝試験（GLP対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1997   

年、未公表  

10軋ⅠⅩ－243甲土壌中における分解試験（GLP対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1り97   

年、未公表  

11MK・243－好気土壌代謝・日本土壌－（GLP対応）：（株）日曹分析センター、1997年、未   

公表  

12MK・243－好気土壌代謝・米国土壌一（GLp対応）：（株）日野分析センター、1997年、未   

公表  

13MX－243の土壌吸着試験：（株）三菱化学安全科学研究所、1996年、未公表  

14MK・243の土壌吸脱着試験（GLP対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1998年、未   

公表  

15インダノフアン（MI（一243）の加水分解運命試験（GLP対応）：日本農薬（株）、2005   

年、未公表  

16MK・243のpHの関数としての加水分解試験：（株）三菱化学安全科学研究所、1995年、   

未公表  

17MK・243の水中での光分解性試験：（株）三菱化学安全科学研究所、1995年、未公表  

18MK－243の水中光分解物の解析（GLP対応：（株）三菱化学安全料学研究所、1997年、   

未公表  

19MK・243の水中光分解試験（GLP対応）：（株）三菱化学安全科学研究所、1997軋未  

公表  

20Ml（－243土壌残留試験成績報告書（GLP対応）：（株）三菱化学安全料学研究所、1㈹6  
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年、未公表  

21農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、1995年）：（財）日本食品分析   

センター、1996年、未公表  

22農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、1995年）二（財）日本食品分   

析センター、1996年、未公表  

23農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、1995年）：日本エコテック（株）、   

1996年、未公表  

24農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、1995年）：日本エコテック（株）、   

1996年、未公表  

25農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、1995年）（分析対象：IP－diol）   

（財）日本食品分析センター、1996年、未公表  

26農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、1995年）（分析対象：IP－diol）   

（財）日本食品分析センター、1996年、未公表  

27農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、19由年）（分析対象二IP－diol）   

日本エコテック（株）、1996年、未公表  

28農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、、1995年）（分析対象：IP・dlOl）   

日本エコテック（株）、1996年、未公表  

29農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、1995年）（分析対象：   

IP－diol－2Me（B））：（財）日・本食品分析センター、1997年、未公表  

30農薬残留分析結果報告（1，5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、1995年）（分析対象：   

IP－diol・2Me（B））二（財）日本食品分析センター、1997年、未公表  

31農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、玄米、茨城・大阪、1995年）（分析対象：   

IP・diol－2Me（B））二日本エコテック（株）、1996年、未公表  

32農薬残留分析結果報告（1．5％粒剤、稲わら、茨城・大阪、1995年）（分析対象：   

IP－dlol－2Me（B））：日本エコテック（株）、1996年、未公表  

33ME・243原体の生体機能に及ぼす影響に関する試験（GLP対応）：㈱三菱化学安全科学   

研究所、1996年、未公表  

34MK－243原体のラットを用いた急性経口毒性試験（GLP対応）：Li良SeiellCeResearcb   

Center（現HuntingdonLifeSciencesLtd．）、1995年、未公表  

35MK－243原体のマウスを用いた急性経口毒性試験（GLP対応）＝HuntingdonResearch   

CentreLtd・（現Huntingdonモ」ifbSciencesLtd．）、1995年、未公表  

36MK－243原体のラットを用いた急性経皮毒性試験（GLP対応）：HuntingdonResearch   

CentreLtd．（現HuntingdonLifeSciencesLtd．）、1995年、未公表  

37MK－243原体のラットを用いた全身吸入暴露による急性毒性試験（GLP対応）：㈱三菱   

化学安全科学研究所、1996年、未公表  

38IP・diolのラットを用いた急性経口毒性試験（GLP対応）：HuntingdonLifeSciencesLtd．   

1997年、未公表  

39IP・山01－2Me（B）のラットを用いた経口投与による急性毒性試験（GLP対応）：㈱三菱化  
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58MK－243原体の復帰変異試験（GLP対応）：Huntingdon Research Centre Ltd．（現   

HuntingdonLifeSciencesLtd．）、1995年、未公表  

59MK・243原体のCHL細胞を用いた1nVitro染色体異常試験（GLp対応）：Huntingdon   

RescarchCentreLtd．（現HuntingdonLifeSciencesLtd．）、1995年、未公表  

60MK・243原体：マウスを用いた小核試験（GIJP対応）：HuntingdonLifbSciencesLtd，、   

2003年、未公表  

61IP－diolの復帰変異試験（GLP対応）：HuntingdonLifeSciencesLtd．、1996年、未公   

表  

62IP－diolのinvitro哺乳動物細胞遺伝学的試験（GLP対応）：㈱三菱化学安全科学研究所、   

1999年、未公表  

63IP－dlolのマウスを用いる小核試験（GLP対応）：㈱三菱化学安全科学研究所、1999年、   
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